
平成 29年度 政務活動費決算効果報告書

平成 30年 4月 20日

府中市議会議長 様

事業所の所在地 府中市府川町 315番 地

会 派 名   市民クラブ

代表者名   小川 敏男
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次のとおり政務活動による事業実績及び収入支出決算を報告します。

1 事業実績

(1)事 業名

(2)事 業金額

政務活動

400,734円

(3)政 務活lllの 内容、効果等

事業計画に沿って、先進地視察、市政報告会などを実施 した。

①先進地視察 3か所視察 した。

a 公民連携事業・オガールプロジェク ト 岩手県紫波町 (オガール )

公民連携事業・オガールプロジェク トの取 り組みについて、府中市の

活性化の施策の参考にするため赴いた。事業の経緯 と理念について、質

問 したところ、青森の中心市街地活性化の失敗例から学び、地域の実情

にあわせた=身の丈に合った開発を目指 しているとい うことだった。

事業の仕組みは、町有地に公共施設を整備 し、それ以外の町有地を売

却または賃貸 し、その賃貸料などを公共施設などの整備費用に充てると

い うもので、当面、紫波中央駅前に公共施設 と民間施設の立地による複

合開発を進めてお り、役場や図書館は、民間施設 との複合施設 となって

いるc

詳細は別紙、視察報告書のとお り
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b 地域 Lk~療 ・精神医療政策 秋田県大仙市 (市立大山病院 )

公立精神科病院のほとんどは、都道府県が経営 してお り、市立の精ネ申

科病院は大山病院 と湯が丘病院の 2つ だけであ り、経営・将来方針の参

考 とするため、視察に赴いた。

大曲病院は t)と t)と 100床 の精神科・神経科の病院だったが、認知

症患者の増加を受け、現在、70床の精神病棟 と 50床の認知症病棟を経

営 している。認知症患者の人院スペースは特別養護老人ホームと変わ ら

ない印象だった。急増する認知症治療に対応するため、湯が丘病院の機

能の充実に向け、県や関係機関に協力を求めていく必要を感 じた。

詳細は別紙、視察報告書のとお り

c 歴史遺産を41か したまちづくり 秋田県湯沢市

旧芦品郡役所庁合(歴史民俗資料館)の移築・活用が検討 されてお り、そ

の参考とするため、雄勝郡会議事堂記念館の保存・活用、庁舎建物保存

の経緯、保存活用の今後の方向、文化財 としての保存 と利用促進の両立

について、確認するため視察に赴いた。当時の姿を基本的に維持 しなが

ら、市役所別館や隊1書館 として長期間利用されてきたが、現在は「
「 民ギ

ャラリー的な使用で市民の交流スペースとして活用されてお り、保存 と

活用が無理なく両立していたぅ

詳細は別紙、視察報告書のとお り

②市政報告会

11月 17日 に府中市文化センターで市民クラブの市政報告会を開催 し、

大学誘致、地域医療に関 して報告 した。参カロ者は約 50人であつた。また、

11月 18日 には、上下町民会館でも同様な報告会を開催 したc参カロ者は

約 20人であつた。

視察での成果を活か し、公民連携、地域医療・精神医療・病院経営、歴

史遺産を生か したまちづ くりなどに関 しては、議会一般質問・議案質疑に

おいて、質問 と政策提言を行なった。市政報告会では、市民との情報交換

の中で、大学誘致を含めたまちづ くりの将来像や医療・福祉のこれか らに

ついて、市民が不安に感 じていることがよくわかつた。

4 その他
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2収入支出決算書 (単位 :円 )

収 入 の 部 支 出 の 部

項  目 金  額 項  目 金  額

政務活動費 360,00C 調査旅費 270,930

会派活動費 40,734 広報費 129,804

△
ロ 計 400,734 △

ロ 計 400,734

市の補助金のみの決算でなく、事業全体の決算を記入してください。

決算については、この報告書の様式でなくても結構です。



視察報告書

府中市議会議長 様

平成 30年  4月 20日

会 派 名 市民クラブ

日く「日 平成 29年 5月 17日 (本曜 日)

視 察 先 秋田県湯沢市

視察項 日 歴史遺産を生か したまちづくりについて

参 加 者 小川敏男 水 田豊 土井基司

視察内容
1日 声品郡役所庁舎 (府 中市歴史民俗資料館)の移築・活用が検討 さ

れてお り、その参考 とするため、雄勝郡会議事堂記念館の保存・活

用、庁舎建物保存の経緯、保存活用の今後の方向、文化財 としての

保存 と利用促進の両立について、詳細を確認 し参考 とするため、視

察に赴いた。

雄勝郡会議事堂は 1892年 (明 治 25)に落成 した 2階建て洋風建

築物で、1975年 、秋田県指定有形文化財に指定され、1985年
に大規模改修工事を行ない、「雄勝郡会議事堂記念館」 (議場・常設

展示の見学無料。会議やイベン ト等での利用可、一‐部は有料)と な

ったc

建設当時の姿を基本的に維持 しながら、市役所別庁舎や図書館 と

して長期間利用 されてきたが、現在は市民ギャラリー的な使用で市

民の交流スペースとして活用 されている。

感所 利用頻度はそれほど高くないようだが、市民の交流スペースとし

て有効に活用されているc指定文化財 として消防法や建築基準法の

適用が除外 されているが、利用頻度が低いことで、安全面はそれほ

ど問題になつてお らず、保存 と活用が無理な く両立していると感 じ

た.



視察報告書

府中市議会議長 様

平成 30年  4月 20日

会 派 名 市民クラブ

、ヽヽ_/メ

日 日尋デ 平成 29旬■5月 16日 (火曜 日)

視 察 先 岩手県紫波町 (オ ガール )

視察項 目 公民連携事業・オガールプロジェク トについて

参 加 者 小川敏男 水田豊 土井基司

視察内容 公民連携事業・オガールプロジェク トの取り組みについて、府中市の活

性化の施策の参考にするため、赴いた。事業の経緯と理念について、質問

したところ、青森の中′こヽ市街地活性化の失敗例から学び、地域の実情にあ

わせた=身の丈に合つた開発を目指 しているということだつた。

事業の仕組みは、町有地に公共施設を整備 し、それ以外の町有地を売却

または賃貸 し、その賃貸料などを公共施設などの整備費用に充てるという

もので、当面、紫波中央駅前に公共施設と民間施設の立地による複合開発

を進めてお り、役場や図書館は、民間施設との複合施設となっている。

事業の概要

.]R紫波中央駅西側一帯の町有地 10.7haを 中心とした都市整備を図るた

め、町民や民開企業の意見を反映させて、平成 21年 (2009)3月 に「紫波

町公民連携基本計画」を策定した。この計画に基づく紫波中央駅前都市整

備事業を「オガールプロジェク ト」と称 している。「オガール」は、岩手

県などで 「成長する」ことを意味する「おがるJと 、フランス語で「駅」

を意味する「Garc」 (ガール)を組み合わせた造語である。このエリアを

出発点として紫波町が特続的に成長 していく願いが込めらね/て いる

計画面積 :21.2ha [町有地].0.7ha含 む)

事業期間 ;第 1期・交付金対象 平成 21年 4月 ～平成 26年 3月

概算事業費 紫波町公有分 59億 1,000万 円 (庁
i合

整備 31億円を含む)

民間活用想定面積 ;‖ ]・

2fl‐ 地 10.7haの うち約 5.58ha

所 感 「中心市街地活性化の失敗例から学ぶ」「身の丈に合った計画」とい う

言葉が日1象的だった。行政は華やかな成功例ばかりを取り上げがちだが、

失敗例をしっかりと学ぶこと、分相応を意識ずることも重要だと改めて確

信 した。

オガールプロジェク トは、これから1日 中心街の再活′性化にとりくようだ

が、真価が問われるのはこれからだと思 う。引き続き注視 していきたい。



視察報告書

府中市議会議長 様

平成 30午  4月 20日

会 派 名 市民クラブ

日 目く, 平成 29年 5月 17日 (水日程H)

視 察 先 秋 田県大仙 庁i (市立大曲病院 )

視察項 目 地域医療・精神医療政策について

参 加 者 小川敏男 水田豊 土井基司

視察内容 湯が丘病院は老朽化が進み、特に第 5病棟は築 45年経ってお り建

替えは急務だが、議論は進んでいない。また建替えが必要なのは第

5病棟だけではなく、建替えにあたっては新基準に沿った計画、例

えば個室の確保などが必要 とな り立地 も考慮にいれなければな ら

ず、建設費用の工面をどうするかといつた問題 も山積 している。現

在湯が丘病院は、病院の将来像を確立 し、それに見合った建替え計

画を確立するためコンサル会社に調査を依頼 している。

公立精神科病院のほとんどは、都道府県が経営 しているお り、市

立の精神科病院は大仙市の大山病院 と府中市の湯が丘病院の 2つだ

けであり、経営・将来方針の参考 とするため赴いたc

大山病院はもともと100床 の精神科・神経科の病院だったが、

認知症患者の増加を受け、現在、70床の精神病棟 と 50床の認舞1症

病棟を経営 している。

平成 29年 3月 に対象期間を平成 29午度から 32年度までとする

「市立大曲病院 新改革プランJを策定 し、公営企業繰出基準内で

の一般会計の繰 り出しと経常収支比率 100%を 目指 している。

所 ;感 大曲病院は、 日光の差 し込む明るい病院で、認知症患者の入院ス

ペースは特別養護老人ホームと変わ らない印象だった。

県北の精神医療を担 う湯が丘病院が、急増する認知症対策などの

治療に役立つ病院 としての機能を充実 し、県や関係機関の協力を求

めながら、建替え計画がスムーズに前進するよう期待 したいし


